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IgEと衛生仮説 

　IgEは、免疫グロブリンEの略で、アレルギーの抗体でありアトピー(遺伝的なアレルギー)素因の一指標です。アレルギー反応を４型に分けたクームズ＆ゲルの分類では、IgEはⅠ型(即時型)の主役です。これに誘発されて遅発反応が起こることがあります。食物アレルギーでは、食べて２時間以内に症状が現れるのが即時反応ですが、数時間前後の遅発反応もⅠ型つまり即時型で起こり得ます。また、臨床的に明確な即時型アレルギーで、IgE以外の反応ということもあります(特異IgE陰性、皮膚テスト(即時型)陽性など)。検査は大きな目安ですが、患者さんに起こる事実をより重視すべきです。

　さて、衛生仮説をご存知でしょうか？　免疫反応を制御するＴリンパ球にＴｈ１，Ｔｈ２細胞があって互いに抑制し合っています。感染など異物の刺激によりＴｈ１細胞が増え、Ｔｈ２細胞はIgEを増やします。つまり、清潔志向が行き過ぎた結果、感染とＴｈ１細胞が減りＴｈ２細胞とアレルギーが増えたという説です。しかし、最近この説に疑いが出てきました。例えば、このＴｈ１/Ｔｈ２バランスを変えてしまう細胞（制御Ｔ細胞やＴｈ17細胞）が発見されたことや、Ｔｈ２細胞がⅣ型 (約48時間後がピークの遅延型)アレルギーを促すことが判ってきたからです。この辺りは、まだ奥が深そうです。

